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旭川市大雪クリスタルホール
〒070－8003北海道旭川市神楽3条7丁目

Tel．0166－69－2000
●駅前からパス案内

〔乗車〕1条7丁目MALSA前（所要時間10分）
路　　　　　線

神楽同方面行 14番43番45番ほか（道北バス）

医大病院前行 80番81番（旭川t気軌道）

〔下車〕神楽4条7丁目大雪アリーナ前　徒歩3分

第28回定期総会ご案内

第28回総会を下記のように

開催いたします。
会員、ご家族の皆様お誘い

合わせのうえご参加下さい。

記

＝　日　時＝

5月29日（日）

10：00－12●00

第28回総会

（昼　食）

13　00人′15：00

医療講演会
＝会　場＝

旭川市　大菅クリスタルホール

総会当日はこの議案書をご持参ください
昼食は道腎協で用意します。

北海道腎臓病患者連絡協議会
e－mail douJin．k＠aioros．ocn．ne・jp



第28回総会次第

i　　開会のあいさつ

黙　と　　う

会長のあいさつ

来賓のあいさつ

祝電・メッセージ披轟

議　長　選　出

議　　　　事

平成16年度活動報告

平成16年度決算報告

平成16年度会計監査報告

平成17年度活動方針（案）

平成17年度予算（案）

平成17年度役員（案）

スローガン（案）

総会皇宮（案）

議　長　解　任

感謝状贈呈

閉会のあいさつ ・12：00

医療講演会　　13‥00より

演題　「腎臓移植のQ＆A」

講師　市立旭川病院泌尿券科

診療部長　金　川　匡　一　先生

し…一一…＿…－●＿岬一一一＿，

－2一



∵
平
．
成
攣
年
度
二
活
動
∴

は
じ
め
に

2
0
0
4
年
は
数
多
く
の
台
風
、
地

震
が
大
き
な
災
憲
を
も
た
ら
し
自
然
災

害
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
益
々
災
婁
緊
急
時
の
危
機
管
理
が

薫
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

本
道
に
お
い
て
は
1
0
月
か
ら
　
「
蛋
度

心
身
障
省
者
医
療
給
付
事
業
」
　
マ
ル
障

見
直
し
で
、
こ
れ
ま
で
の
初
診
時
の
み

の
負
担
か
ら
、
す
べ
て
の
住
民
税
課
税

世
帯
に
対
し
1
割
負
担
（
月
額
上
限
・

通
院
1
2
、
0
0
0
円
、
入
院
4
0
、

2
0
0
円
）
　
が
決
定
し
ま
し
た
。
造
幣

協
と
し
て
平
成
1
5
年
1
2
月
よ
り
マ
ル
陪

見
直
し
反
対
運
動
を
展
開
し
道
議
会
に

対
し
2
度
の
請
願
署
名
、
道
へ
の
要
望

昔
、
知
事
と
の
懇
談
、
又
、
北
海
道
難

病
連
は
じ
め
他
陪
審
団
体
と
の
連
携
で
、

道
庁
前
に
お
い
て
抗
議
行
動
等
運
動
し

て
き
ま
し
た
が
残
念
な
結
果
に
終
わ
り

ま
し
た
。
今
後
も
こ
れ
迄
以
上
医
療
制

度
が
後
退
し
な
い
よ
う
活
動
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1m

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

川
　
第
3
4
次
全
腎
協
国
会
請
願

署
名
募
金
活
動

第
3
4
次
回
会
話
願
は
平
成
1
7
年
3
月

2
4
日
的
、
造
幣
協
か
ら
北
征
子
氏
（
小

樽
）
・
五
十
嵐
倍
庚
氏
（
釧
路
）
・
加
野

は
る
み
氏
　
（
旭
川
）
　
の
3
名
と
本
年
1
0

月
か
ら
行
わ
れ
る
更
生
医
療
見
直
し
法

案
に
反
対
す
る
要
望
の
た
め
急
遽
川
村

会
長
も
参
加
し
、
本
道
選
出
の
衆
参
両

議
R
に
訴
え
ま
し
た
。

請
願
寮
名
の
紹
介
議
員
に
な
っ
て
裁

い
た
議
員
は
三
井
群
雄
（
民
主
）
、
石
崎

岳
（
自
民
）
、
鉢
呂
吉
雄
（
民
主
）
、
佐
々

木
秀
典
（
民
主
）
、
金
田
誠
一
（
民
主
）
、

伊
達
忠
一
（
自
民
）
　
の
6
諸
員
で
す
。

又
、
当
日
、
五
十
嵐
氏
　
（
釧
路
）
　
が
北

海
道
の
実
情
を
詣
願
集
会
に
出
席
さ
れ

た
国
会
議
員
に
訴
え
ま
し
た
。

全
腎
協
署
名
者
数
4
6
、
7
6
0
名

募
金
額
　
　
2
、
0
4
2
、
2
6
2
円

全
国
の
署
名
数
1
、
0
4
0
、
7
9
6
名

聞
　
医
療
福
祉
に
関
す
る
全
国
的

な
問
題
に
対
し
て
全
腎
協
と

共
に
活
動

①
　
臓
器
移
植
の
普
及
に
か
か
わ
る
請

願
署
名

1
5
歳
未
満
の
子
供
の
移
植
の
必
要
性

を
訴
え
る
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
た
め

の
国
会
請
願
署
名
が
全
国
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
道
腎
協
と
し
て
2
3
、
9
3

0
名
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

②
　
2
0
0
4
年
度
全
腎
協
全
国
大
会

平
成
1
6
年
5
月
2
3
日
㈱
、
長
野
県
に

お
い
て
全
国
か
ら
参
加
者
1
、
6
8
4

名
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

患
者
の
訴
え
で
は
　
「
在
宅
血
液
透
析

を
実
施
し
て
」
　
「
自
立
の
た
め
に
障
害
者

の
労
働
条
件
の
整
備
を
し
　
「
献
腎
移
植
の

普
及
を
期
待
し
て
」
　
の
テ
ー
マ
で
3
名

の
患
者
よ
り
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
大

会
に
併
せ
ツ
ア
ー
を
実
施
、
道
内
か
ら

1
6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

③
　
全
腎
協
全
国
事
務
局
長
会
議

平
成
1
6
年
7
月
3
日
出
・
4
日
㈱
の

両
目
、
大
阪
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た。
財
政
間
笛
や
組
総
問
題
を
討
議
、
4
0

都
道
府
県
か
ら
6
1
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、

遺
腎
協
よ
り
三
上
事
務
局
次
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

最
後
に
「
す
べ
て
の
腎
不
全
患
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
患
者
団
体
」

の
着
任
と
し
て
組
織
率
5
割
の
回
復
に

向
け
て
、
各
都
道
府
県
が
協
力
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
て
お
わ
り
ま
し
た
。

④
　
全
腎
協
書
年
交
流
集
会

平
成
1
6
年
8
月
2
8
日
出
・
2
9
日
㈱
の

両
日
、
鳥
取
県
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
全
腎
協
青
年
部
脚
だ
い
せ
ん
1
患
者

会
の
原
点
に
か
え
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
3
8
都
道
府
県
か
ら
1
2
1
名
の
参
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加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

道
腎
協
青
年
部
か
ら
五
十
嵐
部
長
（
釧

路
）
、
阿
部
副
部
長
（
士
別
）
、
外
川
純

也
氏
（
北
見
）
、
佐
々
木
正
明
氏
（
オ
ホ
ー

ツ
ク
）
　
の
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

⑤
　
第
2
5
回
全
腎
協
絵
会

平
成
1
6
年
1
0
月
1
6
日
出
・
1
7
日
㈲
、

東
京
に
お
い
て
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
佐
藤
理
事
、
栗
山
正
杜
爪
が

入
院
中
の
た
め
急
遽
三
上
事
務
局
次
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

「
組
繊
率
を
5
0
％
に
す
る
」
「
マ
ル
樟



の
憤
怒
を
阻
止
す
る
」
「
国
会
請
願
募
金

の
協
力
」
な
と
話
し
合
わ
れ
、
そ
の
後

報
告
事
項
と
し
て
災
害
手
帳
を
作
成
し

全
会
員
に
配
布
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま

した。
⑥
全
腎
協
全
国
相
談
員
研
修
会

平
成
1
6
年
1
1
月
6
日
出
・
7
日
側
の

両
日
、
東
京
に
お
い
て
全
国
よ
り
8
2
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

遣
腎
協
か
ら
三
上
事
務
局
次
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
　
「
障
苔
者
医
療
費
助
成
制

度
と
有
償
移
送
の
動
向
と
そ
の
取
り
組

み
」
　
に
つ
い
て
と
い
う
事
で
〝
ど
う
じ

ん
″
1
0
1
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

⑦
　
第
2
6
回
全
腎
協
総
会

平
成
1
7
年
3
月
1
9
日
四
・
2
0
日
脚
、

東
京
に
お
い
て
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま

した。後
期
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告
、
1
7
年
度

事
桑
計
画
案
と
予
算
案
が
検
討
さ
れ
ま

した。栗
山
尚
倫
正
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

畑
　
第
2
4
回
腎
提
供
者
拡
大
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
9
年
1
0
月
の
　
「
臓
器
移
柿
法
」

の
施
行
か
ら
7
年
が
経
ち
、
毎
年
1
0
月

を
国
が
臓
器
移
植
推
進
月
間
に
定
め
て

い
ま
す
。
北
海
道
で
は
全
国
に
先
が
け

9
月
2
6
日
㈱
と
、
そ
の
他
各
地
の
健
康

ま
つ
り
等
に
協
賛
し
全
道
1
6
ヶ
所
で
患

者
・
家
族
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
・
行
政
・

各
棟
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
等
2
8
0
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

無
料
健
康
診
断
、
血
圧
測
定
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
意
思
表
示
カ
ー
ド
1
3
、
6

5
0
枚
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
1
5
、

7
5
0
佃
、
風
船
3
、
1
5
0
偶
等
、
街
行

く
人
に
配
布
し
、
又
国
会
詣
願
署
名
な

ど
も
行
い
、
各
地
の
特
色
を
生
か
し
献

腎
へ
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

㈱
　
障
害
者
保
健
福
祉
施
策
（
更

生
医
療
・
育
成
医
療
の
見
直

し
に
反
対
す
る
要
望
書
）

昨
年
（
平
成
1
6
年
）
　
1
0
月
よ
り
北
海

道
医
療
給
付
事
業
の
重
度
心
身
障
寄
者

医
療
給
付
事
業
　
（
マ
ル
障
）
　
が
見
直
し

さ
れ
そ
れ
ま
で
の
初
診
時
一
部
負
担
金

か
ら
、
す
べ
て
の
住
民
税
課
税
世
帯
に

対
し
て
一
割
負
担
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
北
海
道
の
透
析
患
者
に

は
更
生
医
療
が
負
担
軽
減
策
の
最
後
の

砦
で
し
た
。
厚
労
省
の
更
生
医
療
の
負

担
増
案
が
平
成
1
7
年
1
0
月
か
ら
実
施
さ

れ
れ
は
「
重
度
で
継
続
し
た
医
療
」
を

必
要
と
す
る
腎
機
能
障
害
者
の
所
得
税

課
税
世
帯
は
更
生
医
療
の
給
付
は
事
実

上
な
く
な
り
ま
す
。
突
然
の
大
幅
な
患

者
負
担
増
の
提
案
は
患
者
会
員
を
混
乱

に
陥
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
本
道
選
出
の

国
会
議
員
と
道
議
会
議
員
に
対
し
平
成

1
7
年
2
月
2
8
日
要
望
苔
を
提
出
致
し
ま

し
た
。
各
地
域
腎
友
会
に
お
い
て
も
同

様
な
活
動
を
し
ま
し
た
。

2㈹

道
内
活
動
の

取
り
組
み

川
　
里
虚
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
の
見
直
し
に
対
す
る

反
対
活
動
に
つ
い
て

平
成
1
6
年
3
月
に
マ
ル
醇
見
直
し
に

対
す
る
反
対
の
道
議
会
話
願
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
負
担
軽
減
へ
の
　
「
検
討
委

員
会
」
　
を
設
置
す
る
と
い
う
事
で
、
道

は
1
0
月
1
日
か
ら
実
施
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
た
め
遺
腎
協
で
は
3
項
目
の
謂

陥
内
容
で
、
6
月
議
会
に
3
0
、
0
7

4
名
の
署
名
と
2
5
名
の
紹
介
議
月
で
諮

鮫
署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。

又
、
7
月
2
6
日
に
は
道
腎
協
会
長
と

遺
難
病
連
小
田
代
表
理
事
そ
し
て
医
療

助
成
を
考
え
る
連
絡
会
小
谷
代
表
の
3

名
で
知
事
に
面
談
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

要
望
を
訴
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
知
事
の
回
答
は
見
直
し
実
施

に
変
わ
り
は
な
い
が
「
検
討
委
員
会
」
で

負
担
軽
減
を
検
討
し
て
い
る
と
従
来
通

り
道
の
対
応
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

9
月
1
0
日
、
再
度
マ
ル
障
見
直
し
に

対
す
る
要
望
杏
を
高
橋
は
る
み
知
事
へ

持
参
、
同
じ
く
マ
ル
障
見
直
し
に
対
す

る
陳
情
塵
を
道
議
会
議
員
3
1
名
へ
郵
送

し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ル
障
見
直
し
に
関
わ
る
影
響

調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
実
施
し
て
、
こ
の

制
度
改
悪
に
よ
る
影
響
を
調
査
し
、
道
へ

負
担
軽
減
の
要
望
昔
を
提
出
し
ま
し
た
。

脚
　
本
道
に
お
け
る
腎
疾
患
総
合

対
策
等
の
運
動

透
析
患
者
の
色
々
な
要
求
実
現
を
求

め
て
遺
関
係
部
凛
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
で
第
4
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回
目
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
双
方

の
日
程
調
整
が
つ
か
ず
実
現
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
道
腎
協
と
し
て
道
に
対
し

「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
　
の
早
期
確
立
に

対
す
る
5
項
目
の
要
望
事
項
を
提
出
し

苔
面
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

要
望
事
項

1
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
助
成
制
度

（
マ
ル
障
）
　
に
対
す
る
今
後
の
対
応

に
つ
い
て

回
答
　
制
度
見
直
し
後
の
状
況
が
明

ら
か
に
な
る
第
4
四
半
期
分
の

デ
ー
タ
ー
が
ま
と
ま
る
の
を
待
っ

て
具
体
的
な
調
査
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

2
、
更
生
医
療
制
度
の
適
用
に
つ
い
て

回
答
‥
実
態
を
適
切
に
踏
ま
え
て
定

め
ら
れ
る
よ
う
、
国
へ
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
た
。

3
、
北
海
道
に
お
け
る
災
憲
藤
生
時
の
透

析
医
療
体
制
を
確
立
し
て
く
だ
さ
い

回
答
　
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携

の
基
に
人
工
透
析
患
者
等
医
療

を
必
要
と
す
る
被
災
者
に
対
す

る
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

万
全
を
期
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

4
．
通
院
交
通
費
助
成
に
つ
い
て

回
答
．
通
院
実
態
を
踏
ま
え
、
補
助

率
・
補
助
単
価
等
を
見
直
す
こ

と
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、

急
激
な
変
化
を
避
け
る
た
め
、

見
直
し
を
3
年
間
先
送
り
す
る
。

5
、
腎
臓
移
植
推
進
普
及
活
動
に
つ
い
て

回
答
．
北
海
道
で
は
現
在
日
本
臓
器

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配

置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

早
期
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
。

※
道
の
書
面
回
答
詳
細
は
次
号
の
〝
ど

う
じ
ん
〃
に
掲
載
予
定
。

畑
　
J
R
運
賃
の
距
離
制
度
を
な

く
す
る
運
動

今
後
も
引
き
続
き
運
動
し
て
い
き
ま
す
。

㈱
　
本
道
に
お
け
る
要
介
護
患
者

対
策
の
充
実
を
進
め
る

特
に
通
院
送
迎
の
保
障
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

㈲
　
透
析
施
設
の
地
域
偏
在
差
を

な
く
す
る
運
動

各
地
域
患
者
会
で
は
行
政
関
係
機
関

に
対
し
て
運
動
し
て
い
ま
す
。

㈲
　
青
年
部
の
活
動
に
つ
い
て

平
成
1
6
年
度
青
年
部
活
動
癒
告

平
成
1
6
年
度
部
員
数
…
4
2
名
（
平
成

1
7
年
3
月
1
9
日
現
在
）

◆
K
I
N
O
H
I
通
信
3
回
発
行

◆
機
関
紙
〝
ど
う
じ
ん
″

K
I
N
O
H
I
の
コ
ー
ナ
ー
に
毎
回
活

動
や
会
員
の
投
稿
等
を
掲
載
し
ま
し
た
。

◆
交
流
会
・
勉
強
会

第
5
回
交
流
会
　
札
幌
（
平
成
1
6
年

1
0
月
1
6
日
～
1
7
日
）

移
植
勉
強
会
開
催
、
遺
骨
協
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
参
加
、
道
腎
協
役
員
と
の
懇
談
、

道
腎
協
役
員
研
修
会
（
マ
ル
障
・
更
生

医療）第
6
回
交
流
会
．
釧
路
（
平
成
1
7
年

2
月
1
9
日
～
2
0
日
）

◆
全
腎
協
脊
年
交
流
集
会

鳥
取
県
大
山
　
4
名
参
加
（
平
成
1
6

年
8
月
2
8
日
～
2
9
日
）

五
十
嵐
氏
・
阿
部
氏
・
佐
々
木
氏
・

外
川
氏

◆
地
域
で
の
活
動

・
士
別
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
（
平
成
1
6
年

7
月
4
日
）
　
5
名
参
加

・
標
茶
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
（
平
成
1
6
年

1
0
月
1
0
日
）
　
6
名
参
加

仰
　
道
難
病
連
と
の
連
携
を
強
め
、

J
P
C
の
国
会
請
願
署
名
募

金
活
動

・
7
月
2
6
日
。
小
田
難
病
連
代
表
理
事
、

小
谷
医
療
助
成
を
考
え
る
連
絡
会
代

表
、
川
村
遺
腎
協
会
長
の
3
氏
で
高

橋
道
知
事
と
面
談
し
医
療
助
成
制
度

に
、
1
0
月
か
ら
1
割
の
患
者
負
担
実

施
に
対
し
「
検
討
委
n
会
」
施
策
に

つ
い
て
申
し
入
れ
ま
し
た
。



・
顎
3
1
回
難
柄
連
全
道
集
会
小
樽
大
会

平
成
1
6
年
8
月
7
日
出
・
8
日
脚
、

支
部
の
な
い
小
樽
で
の
難
病
連
全
道

梨
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
免
会
に

は
5
0
0
名
参
加
、
交
流
会
は
4
カ

所
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
小
樽
の
夜
を

満
喫
し
ま
し
た
。

腎
臓
病
部
会
は
分
科
会
で
医
療
講

演
を
行
い
5
9
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
部
会
の
分
科
会
の
参
加

総
数
は
7
0
0
名
で
し
た
。

・
そ
の
他
の
バ
ザ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
、
収
穫
祭
な
ど
各
行
事
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

・
1
P
C
国
会
請
願
署
名
募
金
活
動

全
腎
協
国
会
請
願
署
名
募
金
と
同
じ

く
行
い
ま
し
た

国
会
請
願
は
、
5
月
3
0
日
実
施
さ
れ

ます。
J
P
C
請
願
署
名
数2

8

、

3

9

7

名

J
P
C
募
金
額

2

2

6

、

1

6

5

円

㈱
　
他
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

・
例
年
キ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し

て
7
月
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
よ
り
　
「
収
穫
祭
」
と
な
り
9

月
2
5
日
に
行
な
わ
れ
、
祭
り
の
規
模

も
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
北
海
道
移
植
者
協
議
会
な
ど
が

中
心
に
な
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
組
織
・
財
政
・

広
報
活
動
に

つ
い
て

川
　
第
2
7
回
道
腎
協
定
期
総
会

平
成
1
6
年
5
月
3
0
日
㈱
、
札
幌
ホ
テ

ル
ユ
ニ
オ
ン
に
お
い
て
来
賓
4
名
、
会

員
・
家
族
1
3
1
名
の
出
席
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
は
午
前
1
0
時
よ
り
開
催
さ
れ
、

亡
く
な
ら
れ
た
会
員
に
黙
と
う
を
捧
げ

川
村
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い

て
4
名
の
来
賓
の
皆
様
に
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
祝
屯
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披

蕗
さ
れ
議
長
団
2
名
を
選
出
し
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

平
成
1
5
年
度
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
あ
り
3
件
併
せ
て
承

認
さ
れ
休
憩
に
入
り
ま
し
た
。

続
い
て
平
成
1
6
年
度
活
動
方
針
（
案
）
、

予
算
（
案
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
又
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
総
会
宣
言
を
採
択
し
て

す
べ
て
の
議
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

脚
　
地
域
患
者
会
組
織
を
強
化
す

る
た
め
の
活
動

医
療
講
演
会
や
研
修
会
の
講
師
派
遣

等
に
対
し
、
助
成
金
を
出
し
ま
し
た
。

闇
　
運
営
会
護
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

の
充
実

○
平
成
1
6
年
度
第
1
回
運
営
会
旛
報
告

平
成
1
6
年
6
月
1
9
目
出
、
参
加
者
1
2

名
で
第
2
7
回
定
期
総
会
議
案
苔
に
基
づ

き
平
成
1
6
年
度
活
動
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
1
6
年
度
第
2
回
運
営
会
旛
報
告

平
成
1
6
年
9
月
1
8
日
出
・
1
9
日
㈱
、

参
加
者
1
2
名
で
前
期
活
動
報
告
に
つ
い

て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

明
る
い
話
題
と
し
て
、
旭
川
腎
友
会

の
尽
力
に
よ
り
、
名
寄
に
患
者
会
が
た

ち
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

2
日
目
は
会
員
拡
大
に
つ
い
て
自
由

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

○
平
成
1
6
年
度
第
3
回
運
営
会
議
報
告

平
成
1
7
年
3
月
1
2
日
出
・
1
3
日
側
、

参
加
者
1
5
名
で
　
第
2
8
回
定
期
総
会
議

祭
事
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

〇
第
5
6
回
㈱
全
腎
協
北
海
遺
ブ
ロ
ッ
ク

会
樽

平
成
1
6
年
4
月
1
0
日
出
・
1
1
日
㈲
の

両
日
、
札
幌
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
て
役

員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
3
6
名
の
出

席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
域
患
者
会
活
動
報
告
で
は
マ
ル

障
見
直
し
に
関
し
て
行
政
へ
の
取
り
組

み
が
活
発
に
行
わ
れ
た
事
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

全
腎
協
総
会
報
告
、
国
会
請
願
報
告
、

運
営
会
議
報
告
に
続
き
、
第
2
7
回
送
腎
協

定
期
総
会
議
案
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
若

干
の
質
疑
の
後
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

道
と
の
意
見
交
換
会
報
告
、
マ
ル
陪

制
度
見
直
し
の
反
対
活
動
報
告
、
更
生

医
療
制
度
に
つ
い
て
は
随
時
〝
ど
う
じ

ん
″
　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
と
し
て
、
難
病
連
全
道
燥
会

小
樽
大
会
で
腎
臓
部
会
と
し
て
医
療
講

演
を
予
定
。
又
、
平
成
1
7
年
度
第
2
8
回

道
腎
協
定
期
総
会
は
旭
川
に
決
定
し
終

了
し
ま
し
た
。



〇
第
5
7
回
㈱
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

会
議

平
成
1
6
年
1
0
月
1
6
日
出
・
1
7
日
側
の

両
日
、
ホ
テ
ル
札
幌
会
館
に
て
役
員
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
4
9
名
の
出
席
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
域
腎
友
会
活
動
報
告
で
は
マ
ル

障
見
直
し
に
対
し
再
度
行
政
に
対
し
要

望
書
、
陳
情
葦
、
詣
願
署
名
で
要
望
し

て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

運
営
会
議
報
告
、
前
期
活
動
報
告
、

前
期
会
計
報
告
、
前
期
会
計
監
査
報
告

等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

道
と
の
意
見
交
換
会
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
分
析
し
そ
の
結
果
で
2
月
頃
に
開
催

予定。
※
議
題
が
早
め
に
終
了
し
ま
し
た
の
で

フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

㈱
　
医
療
講
演
会
・
役
員
研
修
会

の
開
催

・
医
療
講
演
会

①
　
平
成
1
6
年
5
月
3
0
日
㈱
、
総
会
後

「
透
析
患
者
の
心
臓
の
話
」
　
～
よ
り

よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
～
と
い
う

テ
ー
マ
で
医
療
法
人
社
団
北
海
道
恵

愛
会
札
幌
南
一
条
病
院
院
長
工
藤
嫡

夫
先
生
を
講
師
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

②
　
平
成
1
6
年
8
月
8
日
側
、
北
海
道

難
病
連
全
道
燥
会
の
腎
臓
病
部
会
の

分
科
会
と
し
て
　
「
透
析
医
療
に
お
け

る
社
会
的
要
因
－
あ
る
視
点
か
ら
－
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
小
樽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
河
口
道
夫

先
生
を
講
師
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
役
員
研
修
会

平
成
1
6
年
1
0
月
1
7
日
㈲
、
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
終
了
後
、
更
生
医
療
に
つ
い
て
北

海
道
保
健
福
祉
課
陪
審
保
健
福
祉
課
主

幹
東
方
稔
氏
、
同
主
査
高
張
稔
晴
氏
の

2
名
に
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
質
疑
応

答
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

㈲
　
会
員
を
5
、
0
0
0
名
と
す

る
こ
と
を
目
標
に
組
織
率
向

上
に
努
め
ま
す
。

会
月
数
は
平
成
1
5
年
度
末
で
4
、
5

4
4
名
で
し
た
が
、
平
成
1
6
年
度
末
別

名
増
え
て
4
、
6
2
8
名
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
組
織
率
は
4
1
・
3
％
（
H
1
6

年
9
月
現
在
、
患
者
数
1
1
、
2
1
2

名
）
　
で
す
。

食
事
代
の
自
己
負
担
さ
ら
に
マ
ル
陣

の
一
割
負
担
な
ど
患
者
に
と
つ
て
は
年
々

き
び
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
関
係

し
て
い
る
の
か
、
5
、
0
0
0
名
の
目

標
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
の
透
析
医
療
費
な
ど
の
情
報
を
迅

速
に
伝
え
、
他
人
の
た
め
で
は
な
く
自

分
の
現
在
・
将
来
の
た
め
と
い
う
事
を

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
又
、
行
政

へ
の
要
望
、
陳
情
な
ど
で
は
組
織
率
が

大
変
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
訴
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
も
入
会
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
P
R
版
を
作
成
し
、
全
道
全
患
者
に

配
布
し
ま
し
た
。

㈲
　
腎
腋
移
植
基
金
の
た
め
募
金

活
動
を
進
め
ま
す
。

2
月
、
8
月
を
回
収
月
と
し
て
い
ま

す
。
2
5
、
3
9
7
円
回
収
し
、
3
月

3
1
日
腎
バ
ン
ク
へ
全
額
寄
付
し
ま
し
た
。

刑
　
機
関
紙
〝
ど
う
じ
ん
″
　
の
年

5
回
の
発
行
と
「
今
月
の
情
報
」

の
毎
月
発
行
に
努
め
ま
す
。

平
成
1
6
年
度
総
会
議
案
書
を
含
め
、

5
回
発
行
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
情
報
の
手
助
け
に
な

れ
ば
と
思
い
編
集
委
員
一
同
ガ
ン
バ
ッ

テ
作
成
し
て
い
ま
す
。

又
、
役
員
に
対
し
て
も
「
今
月
の
情

報
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

透
析
患
者
は
6
0
歳
以
上
の
高
齢
者
が

多
く
、
わ
ず
か
な
年
金
だ
け
で
暮
ら
し

て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
勤
労
世
代
で

あ
っ
て
も
透
析
の
為
、
労
働
時
間
が
短

く
収
入
が
少
な
か
っ
た
り
、
就
労
し
た

く
て
も
出
来
な
い
人
も
多
く
、
家
族
に

頼
り
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
患
者
さ

ん
が
沢
山
い
ま
す
。
障
害
の
問
題
は
障

省
者
本
人
の
問
題
で
同
一
世
帯
の
収
入

を
も
っ
て
医
療
費
の
負
担
能
力
を
認
定

す
る
の
は
容
認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

会
員
、
家
族
の
皆
さ
ん
、
先
人
た
ち

が
築
き
上
げ
た
成
果
で
あ
る
障
害
者
福

祉
に
自
己
負
担
が
す
で
に
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
以
上
福
祉
の
後
退
を
許

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

全
道
の
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



平成16年度30周年記念積立金決算報告

（収入の部）　　　　　　　　　　　　　皇要望葦3月よ冒
科　　　　　　　目 冰ﾈ��螽��ｧ｢�決算　額 儖X����������������ﾖﾂ�

今　期　積　立　金 ���3����3����1，000，00（） ��

10 ��� 

A　　　　　i汁 ���3����3����1，000，000 ��

平成16年度備品積立金決算報告
自　平成16年4月1日
至　平成17年3月31日

科　　　　　　　目 冰ﾈ��皐ﾝ��決井鞠 儖X����������������ﾖﾂ�

今　期　積　立　金 �#��3����20，000 ��

10 ��� 

215，309 �#�X�33��� 

ノゝ　　　　　　■詔・ �#3X�33���235，310 ��

科　　　　　　　目 冰ﾈ��皐��ｧ｢�決井額 儖X������������������ﾖﾂ�

イ繭 ���30，670 ��

次　期　繰　越　金 ���204，640 ��

ノゝ　　　　　　J十 ���235，310 ��

平成16年度運営安定会計決算報告
自　平成16年4月1日
至　平成17年3月31日

科　　　　　　　目 冰ﾈ��螽ｧ｢�決井額 儖X������������������ﾖﾂ�

200 ��3"� 

繰　　　　入　　　　金 涛���3����2，700，000 ��

5，531，519 店�3S3��3S��� 

ノゝ　　　　　　云十 塗�3C3��3s���8，231，651 ��

科　　　　　　目 冰ﾈ��螽��ｧ｢�決算】蹟 儖X������������������ﾖﾂ�

繰　　　　出　　　　金 �(�3�#��3����2，520，000 ��

予　　　備　　　　費 �8�Cc���3s���0 ��

次　期　毒免　越　金 ��ﾂ�5，711，651 ��

ノゝ　　　　　　L汁 塗�3C3��3s���8，231，651 ��

－9一



科　　　　目 剽¥井額 佇�Hｧ｢�％ 儖X����������ﾖﾂ�

会　　　議　　　費 �1，350，000 ���3#���3S#b�89．7 ��

運営会議費 都���3����654，朗こ1 涛8�CR�旅費、会場費6、9、3月開催 

役員研修会費 �#S��3����226，110 涛��CB�10月 

全腎協参加費 �#���3����186，720 涛8�CB�大会・甘年交流会他 

難病連参加費 �#���3����142，855 都��CB�全道集会他 

負　　　担　　　金 �8，606，900 嶋�3Ss(�3����99．6 ��

加盟分担金 �3#h�3����326，900 �����C��難病連 

全国会負担金 嶋�3#���3����8，245，200 涛��Cb�全腎協 

事　　　業　　　費 �5，650，000 店�3�38�33S��89．1 ��

総　　会　　費 ���3S���3����1，340，432 塔��C2�札幌（議案‥茸含む） 

機　関　紙　費 �(�3c���3����2，317，752 塔��C��3回発行、今月の情報、せんじんきょう他発送 

活　　動　　費 ���33���3����1，181，564 涛��C��

せ年部活動費 �#S��3����193，610 都x�CB�

頚：務　局　運　営　費 �5，546，990 店�3#s8�3ゴ��95．1 ��

通　　信　　費 ��S��3����61，895 鼎��C2�切手他 パソコン通信他 

事務用　品費 田��3����13，399 �#(�C2�

新聞図書費 ��#��3����78，625 田X�CR�

交　　通　　費 �#C��3����229，180 涛X�CR�

家　　　　　賃 ���3����3����1，008，000 �����C��

電　　話　　料 ��c��3����154，060 涛h�C2�

雑　　　　　費 ��S��3����110，341 都8�Cb�振替他 

水道光熱費 �#���3����198，133 涛H�C2�水道、電気、ガス料金 

備　　品　　費 �#���3����201，690 �����C��コピーリース他 事務局長・事務員・アルバイト 

慶　　弔　　費 塔��3����97，122 ��#��CB�

事務局手当 �8�3�S��3����3，004，525 涛��CR�

法定福利　費 �3X�3����32，898 涛H�C��労災保険 

退職給与引当金 塔8�3涛��83，990 �����C��勤続13年 

予　　　備　　　費 �401，525 ��� ��

運営安定会計繰出金 �600，000 �(�3����3����360．0 ��

次　期　繰　越　金 凵| 鉄C(�3�c�� ��

A　　　　　計 �22，155，415 �#(�3s3��3��"�102．6 ��

－10－



平成16年度一般会計決算報告
白　平成16年4月1日
至　平成17年3月31日

科　　　　目 冰ﾈ皐ｮr�決井領 ��2�備　　　　　考 

会　　　　　　費 ����33#��3����19，293，400 涛��C��前年度分 

会　費　未　納　分 鉄��3����112，350 �##H�Cr�

配　分　交　付　金 鉄���3S���591，500 �����C��道の助成金 どうじん広告料 

寄　　附　　金 鉄��3����513，000 都��C��

物　品　販　売　益 �3��3����23，400 

広　　告　　料 �3���3����470，000 ��Sh�Cr�

雑　　収　　入 鉄��3����264，337 鉄#��Cr�

運営安定会計繰入金 ���33���3����1，000，000 �� 

小　　　　　　　計 �#��3c���3S���22，267，987 ���(�Cb� 

前　期　繰　越　金 鼎c8�3��R�463，915 �� 

合　　　　計 �#(�3�SX�3C�R�22，731，902 ���(�Cb� 

平成16年度特別会計決算報告
自　平成16年4月1日
至　平成17年3月31日

科　　　　　　目 冰ﾈ皐ｧ｢�決井額 儖X��������������ﾖﾂ�

北海道ブロック育成費 塔Cx�3����847，000 ��9�Hｺh.h.��

国　会請願募金 塔���3����764，175 ��

キャンペーン売上金 �3���3����333，400 �4ﾈ88987��ｸ99�俤��

募　　　金　　　箱 �3��3����25，397 ��

雑　　　収　　　入 ����6 ��

運営安定会計繰入金 鉄���3����500，000 ��

前　期　繰　越　金 �33��3sc��339，760 ��

A　　　　　　計 �(�3��h�3ss��2，809，738 ��

科　　　　　　目 冰ﾈ螽ｧ｢�決井額 儖X��������������ﾖﾂ�

ブ　ロ　ック　会　議 ���3C���3����1，154，271 滴����ﾈ隍ｨﾜ2�

用　品　購　入　代 鼎���3����472，404 �4ﾈ88987��ｸ99�俤��

地域患者全組織助成金 �3���3����143，000 �5x88987��ｹ�3c8�3���冷�

移植推進活動費 鉄��3����26，785 ��

雑　　　　　　　費 鉄��3����22，220 價ﾙ�yN��

通　　　信　　　費 ����3����2，350 ��

腎臓移植基　金 �3��3����25，397 �;��H6�984�-hｯ�Xﾒ�

予　　　備　　　費 �#sh�3ss��0 ��

運営安定会計繰出金 �3���3����600，000 ��

次　期　繰　越　金 ��ﾂ�363，311 ��

合　　　　　計 �(�3��h�3ss��2，809，738 ��

－11－



平成16年度災害義援金決算報告
（収入の部）　　　　　　　　　　　　　自　平成16年4月1日　至　平成17年3月31日

科　　　　　目 冰ﾈ皐ｧ｢�決井額 儖X��������������ﾖﾂ�

受　取　利　　息 �3��33 ��

前　期　繰　越　金 �8�3s���33�2�3，791，383 ��

A　　　　　計 �8�3s���3C�2�3，791，416 ��

（支出の部）　　　　　　　　　　　　　自　平成16年4月1日　至　平成17年3月31日

科　　　　　目 冰ﾉKﾈｧ｢�決井親 儖X��������������ﾖﾂ�

災　害　見　舞　金 ��100，000 ��hｨ8ﾊy�Ith橙�

雑　　　　　　　　費 ��120 ��

次　期　繰　越　金 ��3，691，296 ��

合　　　　　計 ��ﾂ�3，791，416 ��

平成16年度退職給与引当金会計決算報告
（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　白　平成16年4月1日　至　平成17年3月31日

科　　　　　目 冰ﾈ皐ｮr�決井額 儖X����������������ﾖﾂ�

受　　取　　利　　息 ����40 ��

今　期　繰　入　金 塔8�3涛��83，990 ��

前　期　繰　越　金 涛s(�3�3B�972，034 ��

A　　　　　計 ���3�Sh�3�3B�1，056，064 ��

会計監査報告
平成16年度決算書に基づき、関係帳簿、領収書、預金通帳等を厳

正に精査した結果、決算書の通り相違なく、いずれも正確、妥当で

ある事を報告いたします。

平成17年4月9日

会計監査役　蓬　田　雄　一　⑳

会計監査役　福　原　真理子　⑳

控室と加温器を用意しておりますので、ご参加をお待ちしており

ます。



昨
年
1
0
月
、
道
の
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル
障
）
　
の
一
部

負
担
に
引
き
絞
き
、
国
の
事
業
で
あ
る

更
生
医
療
が
平
成
1
7
年
1
0
月
よ
り
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
案
と
い
う
名
の

更
生
医
療
患
者
負
担
法
案
で
す
。
身
体
、

知
的
、
精
神
の
障
害
種
別
に
分
か
れ
て

い
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
本
化
す
る
と

い
う
こ
の
法
案
は
、
今
国
会
に
提
出
さ

れ
5
月
に
は
成
立
す
る
見
通
し
で
す
。

平
成
1
5
年
に
「
支
援
費
」
制
度
が
財
政

難
に
陥
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
と
都
道
府

県
に
費
用
負
担
を
義
務
化
す
る
一
方
、

新
た
に
原
則
1
割
の
自
己
負
担
を
事
入

す
る
こ
と
で
す
。
道
は
マ
ル
障
見
直
し

の
緩
和
措
置
と
し
て
更
生
医
療
施
設
を

増
や
し
た
こ
と
で
マ
ル
障
見
直
し
へ
の

理
解
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
法

案
が
通
る
と
事
実
上
更
生
医
療
は
使
え

な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
た
ち
は

今
回
の
改
悪
の
影
響
を
探
り
な
が
ら
行

政
に
声
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
社
会

保
障
制
度
は
益
々
後
退
し
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
少
し

で
も
く
い
止
め
る
べ
く
会
n
皆
で
一
致

団
結
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。全

腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

第
3
5
次
全
腎
協
国
会
請
願
署
名
募

金
活
動
に
取
り
頼
み
ま
す
。

長
年
透
析
患
者
会
が
単
独
で
要
望

し
国
会
審
議
さ
れ
る
活
動
で
す
。
わ

が
国
の
透
析
患
者
数
は
約
2
4
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
な
お

年
間
1
万
人
を
超
え
る
透
析
患
者
が

増
え
続
け
て
い
ま
す
。

特
に
、
近
年
の
特
徴
と
し
て
導
入

患
者
の
3
9
・
1
％
は
糖
尿
柄
性
腎
症

の
患
者
で
す
。

こ
の
よ
う
な
腎
臓
病
患
者
の
実
態

を
踏
ま
え
、
腎
疾
患
分
野
に
お
け
る

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
総
合
化
、
す

な
わ
ち
　
「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
　
を
早

期
に
確
立
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
運
動
で
す
。

似
　
医
療
福
祉
に
関
す
る
全
国
的
な
問

題
に
対
し
て
、
全
腎
協
と
共
に
活
動

を
進
め
ま
す
。

国
は
、
社
会
保
障
制
度
に
関
連
す

る
諸
問
題
で
、
特
に
医
療
に
お
い
て

は
今
国
会
で
障
省
者
自
立
支
援
法
案

の
中
の
更
生
医
療
改
悪
が
成
立
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま

だ
ま
だ
改
悪
の
方
向
を
め
ざ
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
問
題
に
対

し
て
全
国
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

畑
　
臓
希
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
携
帯

者
拡
大
の
た
め
、
全
国
一
斉
腎
提
供

者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
す
。
尚
、
道
内
は
9
月
2
5
日
側
に

行
い
ま
す
。

平
成
9
年
1
0
月
に
臓
器
移
植
法
案

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
心
停
止
後

の
腎
提
供
は
半
減
し
て
い
ま
す
。
心

停
止
後
の
献
腎
は
意
思
表
示
カ
ー
ド

が
な
く
と
も
家
族
の
同
意
だ
け
で
も

出
来
ま
す
。
北
海
道
に
移
植
医
療
を

定
着
さ
せ
る
様
、
各
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
力
を
入
れ
、
道
民
に
訴
え
る
活
動

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

川
　
土
産
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事

集
（
マ
ル
陣
）
に
緩
和
措
正
と
、
更

生
医
療
改
憲
に
対
し
て
状
況
の
変
化

を
見
な
が
ら
早
急
な
対
応
を
し
て
い

き
ま
す
。

道
の
医
療
助
成
事
業
見
直
し
は
我
々

患
者
に
対
し
て
大
幅
な
自
己
負
担
と

な
り
ま
し
た
。
道
が
緩
和
持
田
と
し

て
き
た
更
生
医
療
に
つ
い
て
も
障
害

者
自
立
支
援
法
案
と
い
う
改
悪
案
で



平
成
1
7
年
1
0
月
よ
り
見
直
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

脚
　
本
辻
に
お
け
る
腎
疾
患
総
合
対
策

等
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

透
析
患
者
の
様
々
な
要
求
実
現
を

求
め
て
　
「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
　
の
実

現
に
向
け
た
粘
り
強
い
活
動
が
続
け

ら
れ
、
医
療
、
生
活
な
ど
多
様
な
問

題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

患
者
の
要
求
実
現
の
た
め
に
道
と
の

意
見
交
換
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
き

ます。
①
　
J
R
運
賃
の
距
離
制
限
を
な
く

す
る
（
1
0
0
血
未
満
で
も
半
額

に
す
る
）
運
動
を
進
め
ま
す
。

通
院
の
た
め
l
R
を
利
用
し
て

い
る
患
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、

こ
の
運
動
を
進
め
ま
す
。

②
　
本
道
に
お
け
る
要
介
護
患
者
対

策
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

私
た
ち
透
析
患
者
は
、
制
度
発

足
前
か
ら
要
介
護
透
析
者
の
通
院

に
つ
い
て
、
行
政
に
介
護
保
険
適

用
を
強
く
求
め
て
き
ま
し
た
が
、

市
町
村
が
認
可
し
た
場
合
に
限
り

介
護
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
対
象

．
■
に
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
透

析
患
者
の
通
院
送
迎
の
：
－
ズ
は

今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
一
方
で

し
ょ
う
。
行
政
な
ど
に
対
し
て
早

期
の
保
険
適
用
の
活
動
を
進
め
ま

す。
③
　
本
道
に
お
け
る
通
院
交
通
女
助

成
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

長
期
透
析
者
、
高
齢
透
析
者
が

多
く
な
り
、
合
併
症
の
患
者
が
多

く
な
り
、
公
共
の
交
通
機
関
が
利

用
で
き
な
い
為
、
通
院
交
通
費
の

負
担
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

実
相
に
見
合
っ
た
助
成
拡
充
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
　
透
析
施
設
の
地
域
遍
在
差
を
無

く
す
る
運
動
を
進
め
ま
す
。

各
地
域
で
の
透
析
施
設
の
開
設

要
望
に
対
し
て
積
極
的
な
活
動
を

進
め
ま
す
。

書
年
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

道
腎
協
＃
年
部
と
し
て
発
足
し
部

員
も
4
2
名
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
活
発
な
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

全
国
の
育
年
部
と
の
交
流
や
道
腎

協
や
地
域
腎
友
会
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
。

道
難
病
塵
と
の
連
携
を
強
め
、
J

P
C
の
国
会
情
願
署
名
募
金
活
動
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

医
療
費
の
患
者
負
担
問
題
等
で
難

病
連
の
他
の
疾
病
部
会
や
地
方
支
部

と
の
連
携
を
進
め
、
一
緒
に
取
り
組

み
が
で
き
る
所
は
、
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

川
　
地
域
患
者
会
組
織
を
強
化
す
る
為
、

会
員
を
道
の
患
者
過
半
数
の
6
、
0

0
0
名
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
組
織

率
向
上
に
努
め
ま
す
。

新
規
加
入
者
増
の
為
の
P
R
版
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

医
療
講
演
会
や
研
修
会
の
講
師
派

迫
で
の
協
力
を
し
ま
す
。

そ
の
他
、
組
織
率
向
上
の
た
め
の

活
動
に
対
し
て
地
域
に
協
力
し
ま
す
ゥ

似
　
総
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
運
営
会

譲
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
が
発
言
で
き
る
よ

う
な
雰
囲
気
作
り
に
努
め
ま
す
。

役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

例
年
通
り
1
0
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

の
後
に
実
施
し
ま
す
。

青
年
部
役
員
も
積
極
的
に
参
加
し

て
も
ら
い
ま
す
。

後
継
役
員
育
成
の
た
め
地
域
患
者

会
組
総
に
役
員
以
外
で
1
名
の
参
加

助
成
を
し
ま
す
。

腎
移
植
基
金
の
た
め
、
募
金
箱
活

動
を
進
め
ま
す
。

2
、
8
月
を
回
収
月
と
し
ま
す
。

機
関
紙
〝
ど
う
じ
ん
〃
の
年
5
回

の
発
行
と
「
今
月
の
情
報
」
の
毎
月

発
行
に
努
め
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
、
公
費
医
療
制
度
、

介
護
保
険
、
移
植
等
の
資
料
を
掲
載
、

造
幣
協
お
よ
び
地
域
で
の
活
動
状
況

を
皆
さ
ん
に
関
心
を
も
っ
て
見
て
頂

け
る
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

新
医
療
法
等
、
患
者
に
対
す
る
医

療
・
福
祉
の
情
報
を
機
関
紙
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
の
緊
急
性
に
よ
っ
て
は
、
そ

の
都
度
号
外
等
を
出
し
て
い
き
ま
す
。



平成17年度30周年記念積立金予算（案）

自　平成17年4月1日
（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室　平成18年3月31日

科　　　　　目 買�iD�7以亥ｨｧ｢�H17年度予算額 儖X��������������ﾖﾂ�

今　期　積　立　金 ���3����3����1，000，000 ��

受　　取　　利　　息 ���10 ��

前　期　繰　越　金 ���1，000，000 ��

合　　　　　計 ���3����3����2，000，010 ��

平成17年度備品積立金予算（案）

自　平成17年4月1日
至　平成18年3月31日

科　　　　　　目 買�iD�7以亥ｨｧ｢�H17年度予算額 儖X��������������ﾖﾂ�

今　期　積　立　金 �#��3����50，000 �阮8��.��(�.h.��

受　　取　　利　　息 ���1 ��

挿す　期　繰　越　金 �#�X�33���235，310 ��

ノゝ　　　　　計 �#3X�33���285，311 ��

平成17年度運営安定会計予算（案）

自　平成17年4月1日
至　平成18年3月31日

科　　　　　　目 買�iD�7以亥ｨｧ｢�H17年度予算額 儖X��������������ﾖﾂ�

受　　取　　利　　息 ��3"�200 ��

繰　　　入　　　金 �(�3s���3����900，000 �ｩL｣c�iﾈ��<�¥｣3�iﾂ�

前　期　繰　越　金 店�3S3��3S���5，711．651 ��

合　　　　　計 嶋�3#3��3cS��6，611，851 ��

科　　　　　　目 買�iD�7以亥ｨｧ｢�H17年度予算額 儖X��������������ﾖﾂ�

繰　　　出　　　金 �(�3S#��3����2，850，000 �ｩL｣�3���<�S���OSX��3�����iﾂ�

予　　　備　　　費 ��3，761，851 ��

次　期　繰　越　金 店�3s���3cS��－ ��

合　　　　　計 嶋�3#3��3cS��6，611，851 ��

－15－



科　　　　目 僣16年度決算額 買�yD�7疫ﾈ螽ｧ｢�構成比 儖X����������ﾖﾂ�

会　　　議　　　費 �1，210，526 ���33S��3����6．1 ��

運営会諸費 田SH�3イ��700，000 �8�C��旅費、会場費、3、6、9月開催 

役員研修会費 �##h�3����250，000 ���C��10月 

全腎協参加費 ��ド�3s#��200，000 ���C��大会他 

難病連参加費 ��C(�3ゴR�200，000 ���C��全道集会他 

負　　　担　　　金 �8，572，100 嶋�3c�h�3����38．7 ��

加盟分担金 �3#h�3����326，900 ���CR�難病連へ 

全国会負担金 嶋�3#CX�3#���8，280，000 �3x�C"�4，600名×1，800円（全腎協） 

事　　　業　　　費 �5，033，358 店�3cS��3����25．4 ��

総　　会　　費 ���33C��3C3"�1，500，000 塗�C��旭川（議案こ苔含む） 

機　関　紙　費 �(�33�x�3sS"�2，600，000 ����Cr�4回発行、今月情報、発送費含む 

活　　動　　費 ���3����3ScB�1，300，000 店�C��会長、会計、役月活動他 

青年部活動費 ���8�3c���250，000 ���C��交流会・勉強会 

事務局運営　費 �5，273，858 店�3C嶋�3都b�24．7 ��

通　　信　　費 田��3ンR�100，000 ���CR�切手代他 遣新 84，000×12ヶ月 

事務用　品費 ��8�33湯�50，000 ���C"�

新聞　図書費 都��3c#R�120，000 ���Cb�

交　　通　　費 �##��3����240，000 ���C��

家　　　　　貸 ���3����3����1，008，000 滴�CR�

電　　話　　料 ��SH�3�c��160，000 ���Cr�電話料、パソコン通信 

雑　　　　　費 �����33C��150，000 ���Cr�振り込み料他 

水道光熱費 ��嶋�3�32�210，000 ���C��水道、確一気、ガス料金 

備　　品　　費 �#���3c���200，000 ���C��コピーリース他 事務局長、事務局良、アルバイト 

慶　　弔　　費 涛x�3�#"�80，000 ���C2�

事務局手　当 �8�3��H�3S#R�3，050，000 ��8�Cr�

法定福利　費 �3(�3ン��35，000 ���C��労災保険 

退職給与引当金 塔8�3涛��95，976 ���CB�勤続14年 

予　　　備　　　費 �0 鉄#x�3cィ�2．4 ��

運営安定会計繰出金 �2，100，000 田���8�ｸｸﾃ��2．7 ��

次　期　繰　越　金 �542，060 ��ﾂ� ��

食　　　　　言十 �22，731，902 �#(�3#38�3Sc��100．0 ��



平成17年度一般会計予算（案）
自　平成17年4月1日
至　平成18年3月31日

科　　　　目 買�iD�7以亥ｨｧ｢�H17年度予算額 俔ﾉ�ﾉNB�備　　　　　考 

会　　　　　　費 ����3#�8�3C���19，320，000 塔��C"�4，600名×4，200 

会　費　未　納　分 ���(�33S��50，000 ���C"�

配　分　交　付　金 鉄���3S���591，500 �(�Cr�難病連を通じて道からの助成金 

寄　　附　　金 鉄�8�3����50，000 ���C"�

物　品　販　売　益 �#8�3C���30，000 ���C��物品、本の販売 

広　　告　　料 鼎s��3����300，000 ���CB�どうじん広告料 

雑　　収　　入 �#cH�333r�50，000 ���C"�受取利息他 

運営安定会計繰入金 ���3����3����1，300，000 塗�C�� 

小　　　　　　　計 �#(�3#cx�3塔r�21，691，500 �����C�� 

前　期　繰　越　金 鼎c8�3��R�542，060 �� 

合　　　　計 �#(�3s3��3��"�22，233，560 �� 

平成17年度特別会計予算（案）
自　平成17年4月1日
至　平成18年3月31日

科　　　　　目 買�iD�7以亥ｨｧ｢�H17年度予算額 儖X��������������ﾖﾂ�

北海道ブロック育成費 塔Cx�3����847，000 ��9�Hｺh.h.��

国　会請願募金 都cH�3�sR�700，000 ��

キャンペーン売上金 �338�3C���300，000 �4ﾈ88987��ｸ99�俤��

募　　　金　　　箱 �#X�33途�30，000 ���ﾘ昆��ｮ霎��

雑　　　収　　　入 澱�10 假8靖y��y�ﾂ�

運営安定会計繰入金 鉄���3����500，000 ��

前　期　繰　越　金 �33��3sc��363，311 ��

A　　　　　計 �(�3����3s3��2，740，321 ��

科　　　　　目 買�iD�7以亥ｨｧ｢�H17年度予算額 儖X��������������ﾖﾂ�

ブ　ロ　ック　会　議 ���3�SH�3#s��1，400，000 滴�S��ﾈ隍ｨﾜ2�

用　品　購　入　代 鼎s(�3C�B�400，000 �4ﾈ88987��ｸ99�俤韆I?ﾈ.｢�

地域患者会組級助成金 ��C8�3����300，000 ��

移植推進活動費 �#h�3sコ�50，000 ��

雑　　　　　　　費 �#(�3##��50，000 ��俤飩ﾙ�yN��ﾂ�

通　　　信　　　費 �(�33S��10，000 ��

腎臓移植　基金 �#X�33途�30，000 ��I��6�984�-hｯ�WB�

予　　　備　　　費 ���200，321 ��

運営安定会計繰出金 田���3����300，000 ��

次　期　繰　越　金 �3c8�33���－ ��

合　　　　　計 �(�3����3s3��2，740，321 ��

－17－



平成17年度災害義援金予算（案）

自　平成17年4月1日
至　平成18年3月31日

科　　　　　白 買�iD�7以亥ｨｧ｢�H17年度予算額 儖X��������������ﾖﾂ�

受　取　利　息 �32�30 ��

前　期　繰　越　金 �8�3s���33�2�3，691，296 ��

合　　　　　計 �8�3s���3C�b�3，691，326 ��

平成17年度退職給与引当金会計予算（案）

自　平成17年4月1日

（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成18年3月31日

科　　　　　　目 買�iD�7以亥ｨｧ｢�H17年度予算額 儖X��������������ﾖﾂ�

受　取　利　息 鼎��10 ��

今　期　繰　入　金 塔8�3涛��95，976 ��

前　期　繰　越　金 涛s(�3�3B�1，056，064 ��

合　　　　　計 ���3�Sh�3�cB�1，152，050 ��

芦祀・nnnnq」rn■n■nnnnWで一一nnn■nrrn屯一nnnnn■てら［エバで」屯■nnnn■て■nrnnrnnnn【nlr㌔j

戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸

規約第6粂第2項により会員は文書で意見を述べること　呂

冒　ができます。活動方針案等に対し、ご意見のある方はご意　喜：
雲　出止血、一、＿、、止，〈日。し、．　　　　　　　　　　　　ヨ

冒　兄を書いてお送りください。
日

日

】ヨ

（送付先：〒001－0017札幌市北区北17条西2丁目21－617

サザンアベニュー北大101道腎協）

5月15日必着

屯丑丑．」ユrnLT＿凡．．tHn．

ー18－
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平成17年度スローガン（案）

1．マル障制度緩和措置と更生医療改悪案撤回を／

2．本道における腎疾患総合対策等の充実を／

3．要介護患者の通院送迎や介護対策の拡大を／

4．臓器提供意思表示カードの携帯者拡大を．′

5．強固な組織、6，000人の道腎協を／

6．国会請願運動、署名数50，000名の強力な取り組みを．′

総　会　宣　言（案）

私たちが北海道腎臓病患者連絡協議会を結成してから、まもなく30年という歳

月を迎えようとしています。

これまで築き上げ勝ち取ってきた福祉や医療制度が、ここに来て崩壊の兆しが

見えてきました。生命と健康に直接影響をもたらす医療助成制度の削減や縮小が

続いています。医療や福祉制度の見直しは、財政の建て直しのためには避けては

通れないことが強調され生活基盤の弱い我々障害者に手荒い自己負担だけが押し

寄せてきています。患者と家族の負担を拡大させるような社会保障制度の転換を

私達は認めるわけにはいきません。

私たちは、いつでもどこでも平等に必要な治療が受けられ、病気や障害を持ち

ながらも将来に希望を持ち生涯を通じて、明るく豊かな生活が保障されるよう願っ

ています。

意法第25条には「すべての国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利

を有する。」とあります。我々は、人間としての尊厳が、何より大切にされる社会

の実現を目指して、患者会ばかりではなく国民全体と連携して団結を一層強め活

動することを宣言します。

平成17年5月29日

北海道腎臓病患者連絡協議会

第28回定期総会旭川大会
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役　員平成17、18年度

役職名 倩���������kﾂ�地域患者会 組ヰ名 

会　　　　長 ��ﾈ���ｨ��{(��躋�（札　幌） 

副　会　長 乂ﾈ��腥���������（釧　路） 

〝 伜(��ﾏｸ���ﾘ�����（苫小牧） 

／／ ��(��oh���8��爾�（旭　川） 

／／ 冩h�������8��爾�（札　幌） 

頚：務　局　長 冏���皐������Tb�（札　幌） 

会　　　　計 倅����8��z�ﾈ���（札　幌） 

運　営　委　員 冢���m���dh��蔗�（札　幌） 

〝 仗�ﾙ$ｨ������繒�（旭　川） 

〝 伜(��$ｨ������ﾔｲ�（道　南） 

／／ �ﾘ��>���������（苫小牧） 

／／ ��X��8x������uB�（室　蘭） 

／／ 冉ｸ�������ｨ�����（小　樽） 

〝 ��X���h���X��Wb�（十　勝） 

幹　　　　事 俚(��:�������ﾏr�（札　幌） 

／／ 傅���nﾈ��耳��&｢�（札　幌） 

〝 冏ｸ��ｭH��yﾘ��ﾆ"�（小　樽） 

〝 傅ﾈｧﾘﾋH������醴�（十　勝） 

〝 傅ﾈ��[ﾘ��W���k��（旭　川） 

〝 侏H������鄕�����（夕　張） 

〝 �9ｸ��皐��ｴ���裵�（道　南） 

／／ ��（苫小牧） 

／／ �68��(h��W���Tb�（留　萌） 

〝 俘(��68��ﾏX��爾�（紋　別） 

／／ 兀���68��l���ﾜb�（稚　内） 

／J ��（オホーツク） 

〝 ��8��ﾊ���ｻ���ﾗ2�（北　見） 

〝 ��（滝　川） 

〝 伜(��(h���躡��（伊　達） 

〝 �ﾘ��nﾈ���8�����（釧　路） 

／／ ��H��:����������（浦　河） 

役職名 倩���������kﾂ�芸域染着宏 

幹　　　　事 ��8��ﾌｸ��vﾘ��k��（室　蘭） 

／／ 仆H��gｸ������ﾔ��（静　内） 

〝 �ｨ��68������ｼ��（根　室） 

〝 亳x��68��蓼釐���（江　別） 

会計監査役 冢ﾈ��ﾋH�����?��（旭　川） 

／／ 兀���ﾋH��Oｩyﾘ���（札　幌） 

相　談　役 舒(��ﾞ�������ﾄ��（札　幌） 

〝 凭���m���ﾅｸ��蔗�（札　幌） 

＃年部部長 佻ﾈ�y(���ﾘ��ﾔ��（釧　路） 

【全腎協派遣役員】

理　　　　事 栗　山　尚　倫

正　会　員 掛　札　　　聖

【道難病連派遣役員】

【機関紙編集委員】
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第

1

章

　

総

　

則

（
名
称
及
び
所
在
地
）

第
1
粂
　
こ
の
会
の
名
称
は
、
北
海
道

腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
と
称
す

る
。
道
腎
協
と
略
称
し
、
本
文
に

お
い
て
以
下
r
本
会
」
と
記
す
。

2
　
本
会
の
所
在
地
（
事
務
局
）
は

次
の
と
お
り
。

札
幌
市
北
区
北
1
7
粂
西
2
丁
目

2

1

－

6

1

7

－

1

0

1

（
組
　
織
）

第
2
粂
　
本
会
は
、
腎
臓
病
患
者
と
そ

の
家
族
を
主
た
る
会
員
と
す
る
r
患

者
全
組
織
」
（
原
則
と
し
て
地
域
の

袖
数
以
上
の
患
者
団
体
）
　
で
構
成

さ
れ
る
連
絡
協
議
会
と
す
る
。
ま

た
、
本
会
の
事
業
を
焚
助
す
る
た

め
に
加
入
し
た
特
別
会
艮
（
個
人

又
は
団
体
）
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

2
　
本
会
は
社
団
法
人
全
国
腎
臓
病

協
議
会
（
略
称
　
全
腎
協
）
及
び

財
団
法
人
北
海
道
雄
病
連
（
略
称

遣
難
病
運
）
　
に
加
盟
す
る
。

3
　
本
会
へ
の
加
入
は
、
r
患
者
全
組

織
」
加
入
を
原
則
と
し
、
運
営
会

議
の
議
を
経
て
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

承
認
を
得
て
、
総
会
で
加
入
の
可

否
を
決
定
す
る
。

第
2
費
　
目
的
及
び
事
業

（
目
　
的
）

第
3
粂
　
本
会
の
目
的
は
次
の
通
り
と

する。

山
　
腎
臓
病
患
者
・
家
族
の
医
療
と

権
利
を
守
り
、
賃
の
社
会
保
障
制

度
の
確
立
を
め
ざ
す

仏
　
腎
臓
病
の
治
療
と
予
防
の
た
め

の
医
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の

充
実
と
向
上
を
め
ざ
す

刷
　
腎
臓
病
患
者
相
互
の
経
験
交
流

と
親
睦
を
図
る

（
事
　
業
）

第
4
粂
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
速
成

す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
。

仙
　
腎
臓
病
患
者
・
家
族
の
医
療
と

生
活
を
守
り
、
向
上
さ
せ
る
た
め

の
法
的
、
行
政
的
、
医
学
的
要
諦

を
関
係
諸
機
関
に
働
き
か
け
る

⑦
　
必
要
な
資
料
・
情
報
の
収
集
と

伝
達

閻
　
広
報
に
関
す
る
事
業

㈲
　
加
入
r
患
者
全
組
織
h
間
の
交

流
㈲
　
加
入
「
患
者
会
組
繍
」
の
強
化

と
未
加
入
患
者
会
の
組
織
化

㈲
　
そ
の
他
の
患
者
・
障
著
者
組
紐

な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携

の
　
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
諸
事
業

第

3

草

　

会

　

　

議

（
種
　
別
）

第
5
粂
　
本
会
の
会
議
は
次
の
通
り
と

する。

Ⅲ

　

総

　

　

会

闇
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

㈲
　
運
営
会
議

（
総
　
会
）

第
6
粂
　
総
会
は
本
会
の
最
高
議
決
機

関
で
あ
っ
て
年
一
回
、
前
年
度
会

計
期
間
終
了
後
、
す
み
や
か
に
会

長
が
召
集
開
催
す
る
。

2
　
総
会
は
全
体
会
議
と
し
、
文
吉

に
よ
る
発
言
も
で
き
る
。

（
臨
時
総
会
）

第
7
粂
　
加
入
「
患
者
全
組
織
」
の
3

分
の
1
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と

き
、
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
必

要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を

開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
）

第
8
粂
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
会
長
が
召

集
し
、
運
営
会
議
の
構
成
員
及
び

幹
事
な
ら
び
に
会
計
監
査
役
に
よ

り
構
成
さ
れ
、
年
度
に
2
回
以
上

開
催
す
る
。

2
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
付
議
事
項
の

ほ
か
に
、
各
r
患
者
全
組
織
」
か

ら
の
懸
案
魂
項
等
に
つ
い
て
協
議

決
定
す
る
っ

3
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
決
定
は
総
会

に
報
告
し
承
認
を
受
け
る
。

（
運
営
会
議
）

第
9
粂
　
運
営
会
議
は
会
長
、
副
会
長
、

事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
、
会
計
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と
運
営
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

2
　
運
営
会
議
は
総
会
、
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
決
定
に
基
づ
き
本
会
の
運

営
に
草
任
を
も
つ
執
行
機
関
で
あ

り
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
召
典

する。

3
　
運
営
会
講
の
決
定
は
、
次
の
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
し
、
承
認
を

受
け
る
。

（
会
議
の
議
長
）

第
1
0
粂
　
本
会
の
会
議
の
議
長
は
そ
の

都
度
、
出
席
者
の
中
か
ら
選
出
す

る。

（
会
議
の
運
営
）

第
1
1
粂
　
本
会
の
会
議
運
営
は
相
互
の

意
見
を
尊
重
し
、
充
分
な
議
論
の

も
と
合
議
を
原
則
と
し
、
や
む
な

く
議
決
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は

出
席
者
の
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ

て
議
決
し
、
可
否
同
数
の
場
合
は

議
長
が
決
す
る
。

（
会
議
の
付
議
事
項
）

第
1
2
粂
　
会
議
に
必
ず
付
議
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
は
次
の
通
り
と

する。

庸
　
規
約
の
改
廃
に
関
す
る
こ
と

闇
　
事
業
計
画
及
び
経
過
報
告

制
　
予
算
・
収
支
決
算
、
会
計
監
査

報
告
（
運
営
会
諸
は
除
く
）

㈲
　
役
員
の
選
出
に
関
す
る
こ
と

第

4

章

　

役

　

　

員

（
役
　
員
）

第
1
3
条
　
本
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
次
の
役
員
を
置
く
。

旧

　

会

　

　

　

長

　

　

　

l

名

似

　

副

　

会

　

長

　

若

干

名

櫛

　

事

務

局

長

　

　

　

l

名

相

　

事

務

局

次

長

　

若

干

名

㈲

　

会

　

　

計

　

　

　

l

名

㈲
　
運
営
委
員
　
若
干
名

聞

　

幹

　

　

事

　

原

則

と

し

て

各

r
患
者
会
組
織
」
か
ら
1
名

㈲

　

会

計

監

査

役

　

　

2

名

（
役
員
の
任
免
）

第
1
4
粂
　
前
条
に
お
け
る
幹
事
は
、
各

r
患
者
全
組
織
』
か
ら
推
薦
を
受

け
、
そ
の
他
の
役
員
は
運
営
会
議

の
指
定
し
た
r
患
者
全
組
織
」
か

ら
推
薦
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
と
も

に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
議
を
経
て
、

総
会
に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
。

2
　
前
項
に
お
い
て
、
推
薦
さ
れ
る

そ
の
他
の
役
員
は
、
本
会
の
幹
事

な
ど
の
経
験
を
有
す
る
者
が
望
ま

しい。

3
　
運
営
会
議
の
構
成
員
に
欠
員
が

生
じ
た
場
合
の
補
充
は
、
運
営
会

議
の
裁
虫
に
重
ね
る
も
の
と
す
る
。

4
　
役
員
の
任
期
は
2
年
と
し
、
再

任
を
妨
げ
な
い
。
ま
た
中
途
補
充

の
役
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任

期
間
と
す
る
。

5
　
役
員
の
兼
任
は
出
来
な
い
も
の

と
す
る
。

6
　
役
員
が
本
会
の
名
巻
を
傷
つ
け
、

ま
た
は
目
的
に
反
す
る
行
為
を
し

た
と
き
、
運
営
会
議
の
議
決
に
基

づ
き
退
会
さ
せ
る
事
が
で
き
る
。

7
　
本
会
に
相
談
役
、
顧
問
を
置
く

こ
と
が
出
来
る
。
相
談
役
、
顧
問

は
運
営
会
議
が
委
任
す
る
。

（
役
員
の
任
務
）

第
1
5
条
　
会
長
は
、
本
会
の
業
務
を
総

括
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

2
　
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
会

長
に
事
故
あ
る
場
合
は
そ
の
任
務

を
代
行
す
る
。

3
　
事
務
局
長
は
、
事
務
局
の
業
務

を
統
括
す
る
と
共
に
、
運
営
会
議

の
議
決
に
基
づ
き
、
そ
の
執
行
に

あ
た
る
。

4
　
事
務
局
次
長
は
、
事
務
局
長
を

補
佐
し
、
各
種
事
業
の
円
滑
推
進

に
寄
与
す
る
。

5
　
会
計
は
本
会
の
収
支
状
況
の
経

理
を
行
い
、
総
会
に
お
い
て
会
計

報
告
を
し
、
承
認
を
受
け
る
。

6
　
運
営
委
員
は
運
営
会
議
を
構
成

し
、
活
動
方
針
の
立
案
及
び
、
総

会
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
議
決
し
た

業
務
の
執
行
に
あ
た
る
。

7
　
幹
事
は
運
営
会
議
の
構
成
員
及

び
会
計
監
査
役
と
と
も
に
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
構
成
し
、
地
元
組
総
と

の
連
携
を
保
つ
。

8
　
会
計
監
査
役
は
、
会
計
年
度
内

に
2
回
、
現
金
出
納
簿
、
関
係
畜

類
を
監
査
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及

び
、
総
会
に
お
い
て
結
果
を
報
告

する。

9
　
相
貌
役
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
滞

営
会
議
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
事

が
で
き
、
顧
問
は
本
会
の
求
め
に
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●
一
．
i
　
応
じ
て
必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
5
草
　
事
務
局

（
事
務
局
）

第
1
6
粂
　
本
会
に
事
務
局
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
。

2
　
事
務
局
月
の
採
用
は
運
営
会
議

で
決
定
す
る
。

3
　
事
務
局
は
運
営
会
議
の
指
導
の

も
と
に
本
会
の
業
務
を
執
行
す
る
。

（
事
務
局
手
当
）

第
1
7
粂
　
事
務
局
長
、
事
務
局
員
に
は

事
務
局
手
当
を
支
給
す
る
。

2
　
事
務
局
手
当
の
支
給
額
は
運
営

会
議
で
決
定
す
る
。

（
退
職
金
手
当
）

第
1
8
粂
　
退
職
給
与
規
程
に
よ
り
、
事

務
局
員
に
退
職
金
を
支
給
す
る
。

支
給
に
異
議
あ
る
と
き
は
、
運
営

会
議
で
決
定
す
る
。

第

6

章

　

会

　

　

計

（
財
　
政
）

第
1
9
粂
　
本
会
の
財
政
は
会
費
、
寄
付

金
、
そ
の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
賄

ーフ。

（
会
　
費
）

第
2
0
粂
　
本
会
の
会
費
は
r
患
者
会
組

織
」
　
の
会
員
1
名
に
つ
き
、
年
額

4

、

2

0

0

円

（
内
訳
．
遺
腎
協
2
、
4
0
0
円
、

全
腎
協
1
、
8
0
0
円
）
　
と
し
中

途
入
会
者
は
月
割
（
月
栢
3
5
0

円
）
計
算
と
す
る
。

2
　
会
費
納
入
は
原
則
と
し
て
新
年

度
の
早
い
時
期
に
す
み
や
か
に
納

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
一
旦
納
入
し
た
会
費
及
び
処
出

金
晶
は
、
収
支
予
算
上
、
こ
れ
を

一
切
返
戻
し
な
い
。

（
会
計
年
度
）

第
2
1
粂
　
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
4

月
1
日
に
始
ま
り
、
翌
年
3
月
3
1

日
に
終
わ
る
。

（
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
書
類
）

第
2
2
粂
　
本
会
の
収
支
状
況
を
記
録
し

た
現
金
出
納
簿
、
及
び
関
係
畜
類

は
総
会
に
お
い
て
会
計
監
査
報
告

を
受
け
、
5
年
間
保
存
し
た
の
ち
、

廃
棄
処
分
と
す
る
。

第

7

葦

　

附

　

　

則

（
規
約
の
改
正
・
廃
止
及
び
規
程
）

第
2
3
粂
　
本
会
の
規
約
の
改
廃
は
、
運

営
会
議
で
立
案
検
討
を
経
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
の
審
議
討
論
を
得
て
、

総
会
に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
。

2
　
改
廃
し
た
規
約
の
効
力
は
、
承

認
決
定
し
た
総
会
年
度
の
始
期
（
4

月
1
日
）
　
に
遡
り
施
行
す
る
。

3
　
こ
の
規
約
に
基
づ
き
、
各
種
規

程
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
　
各
種
規
程
は
別
に
定
め
る
。
規

程
の
作
成
、
改
廃
は
運
営
会
議
に

お
い
て
行
い
、
そ
の
内
容
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
す
る
。

（
交
通
費
、
旅
費
、
表
彰
、
慶
弔
、

退
職
給
与
）
。

5
　
本
規
約
は
昭
和
5
3
年
6
月
1
8
日
、

第
1
回
総
会
に
お
い
て
制
定
し
、

施
行
す
る
。

6
　
昭
和
5
8
年
7
月
3
日
一
部
改
正

（
全
体
総
会
、
全
腎
協
加
盟
他
）
。

7
　
昭
和
6
2
年
5
月
3
1
日
一
部
改
正

（
事
務
局
員
の
手
当
、
道
腎
協
の

会
費
1
0
0
円
か
ら
2
0
0
円
に
）
。

0234

平
成
元
年
5
月
2
8
日
一
部
改
正

（
相
談
役
、
顧
問
の
設
置
、
役
員

の
任
務
に
関
す
る
事
他
）
。

平
成
2
年
5
月
2
7
日
一
部
改
正

（
全
腎
協
会
費
1
0
月
か
ら
1
3
0

円
、
翌
3
年
1
0
月
か
ら
1
5
0
円

に）。
平
成
3
年
6
月
2
日
一
部
改
正

（
退
職
金
手
当
を
設
け
支
給
、
事

務
局
次
長
1
名
）
。

平
成
7
年
6
月
4
日
一
部
改
正

（
役
員
の
任
期
2
年
に
）
。

平
成
9
年
5
月
2
5
日
l
部
改
正

（
事
務
局
次
長
2
名
に
）
。

平
成
1
1
年
6
月
6
日
大
幅
改
正

（
役
員
の
任
務
他
）
。

平
成
1
2
年
5
月
2
1
日
一
部
改
正

（
会
議
の
議
長
に
関
す
る
事
他
）
。
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